
ここ数年、ビジネスの世界だけで

なく一般消費者にまで深く浸透してき

た感のある「EC」。このEC（Electronic

Commerce:電子商取引 )とは、ネット

ワーク上での電子化された商取引全般

のことで、インターネットを利用した

ビジネス取引はもちろんのこと、一般

家庭におけるオンラインショッピング

やネットオークションもこれに該当し

ます。

EC を取巻く環境

EC と一口に言っても、その形態は

多様です。当初「Bto C」(Business to

Consumer:企業対消費者 )から始まっ

た EC ですが、取引額ベースでいけば

B t o C を凌ぐ企業対企業の「 B t o B」

(Business to Business)。さらに最近は、

消費者間で行う「CtoC」(Consumer to

Consumer)、企業対雇用者の「BtoE」

(Business to Employee)、政府から企業

への「GtoB」(Government to Business)

など様々なタイプが出現しています。

経済産業省（旧：通産省）の調査に

よると、日本におけるECの取引高は、

2003 年には BtoB で68 兆円、BtoC で 3

兆円になると予想されています。これ

は 1998 年と比較すると、BtoB で約 8

倍、BtoC に至っては約 50 倍の伸びと

なります。さらに先進国アメリカの

BtoB 取引高は、2003 年には 165 兆円、

消費者向け EC サービス

【日米の BtoC の電子商取引市場規模と電子商取引化率】 【日米の BtoB の電子商取引市場規模と電子商取引化率】

出典：経済産業省（旧：通産省）「日米電子商取引の市場規模調査」（平成 11 年 3 月）



全商取引に対する電子化の比率が20%

近くにも達します。

このように今後ますます成長が期

待される EC サービス。今回はこれら

のうち「BtoC」に焦点を当て最新動向

についてご紹介いたします。

クリック・アンド・モルタル

EC の一番手として華々しくスター

トしたのは、「amazon.com」をはじめ

とする BtoC のオンラインショップで

した。これらのショップはオンライン

上のみに存在し、インターネット技術

を利用した顧客管理システムによるき

め細かいサービスをお客様に提供して

売上を伸ばしてきました。

しかし昨年頃から、実社会で店舗

を持つ企業がオンラインショップを開

き、実店舗とのシナジー効果により売

上アップを目指す動きが顕著となって

きました。オンラインショップではマ

ウスをクリックするだけで商品を買え

ることから「Click-and-mouse」型と呼

ばれるのに対し、このモデルはマウス

操作と実店舗（家屋）の組合せから

「Click-and-mortar」型（クリック・アン

ド・モルタル）と呼ばれています。

日本でも大きな売上をあげている

EC サイトには、このタイプが多数見

受けられます。代表的な例は、書籍販

売の「紀伊国屋」やパソコン量販店の

「ソフマップ」などです。これらの店舗

は、実社会でのブランド力や信頼感を

生かし、実店舗では提供できないよう

な商品の検索機能や個人レベルのサー

ビスに力を入れています。

コンビニ / スーパーにも EC の波

昨年はまた、コンビニエンス・スト

アの EC への参入が本格化してきまし

た。先陣を切ったのが「ローソン」。そ

して夏には「セブンイレブン」や「ミ

ニストップ」などが相次いで EC サイ

トを立ち上げ、各社とも顧客獲得に凌

ぎを削っています。これらコンビニ系

ECに共通する特長は、ECサイトにア

クセスして買い物をした商品を、店頭

で受取りや決済ができることです。

「店頭引渡サービス」と言われるこの

仕組みは、宅配での商品受取りに不便

を感じている単身者に好評を得ていま

す。

さらに最近では、西友やマイカル

グループのポロロッカが「ネットスー

パー」を開設しています。これはWeb

上で注文を受けた商品を実店舗から

ピッキングして、当日中に各家庭に配

送するサービスです。当然お客様はそ

の店舗から近くのエリアに限定されま

すが、買い物をする時間がない人に

とっては大変便利な方法です。

これら紹介したECサイトも「Click-

and-Mortar」の典型と言えるでしょう。

FIP が支援するEC サービス

流通小売業界は今、インターネッ

ト化の流れを受け大きく変わろうとし

ています。従来型の販売形態だけでな

く、他店にない商品ラインナップや消

費者へのサービス向上など、新たな環

境に素早く順応することが求められて

いるのです。

このような状況に対処するため、

当社では ASP サービス「BeStage」に

【コンビニエンス・ストアの主な EC サービス】

参考：日経インターネットテクノロジー　2000 年 3 月号

【店頭引渡サービスイメージ図】

参考：日経コンピュータ　2000 年 9 月 11 日号



おいて「サイバーショップサービス」

を提供しています。これはインター

ネット上にお客様独自のショッピング

サイトを提供するサービスです。万全

なセキュリティ環境を誇る BeStageセ

ンタを利用するため、初期投資や運用

負担の軽減もさることながら、段階的

な機能拡張も可能となっています。

それでは、当社センタを利用した

サービス事例をご紹介いたします。

●「e-ministop」

ミニストップ(株)殿では、昨年 7 月

にオンラインショップ「 e-minis top

（イー・ミニストップ）」を開設しまし

た。これは、「Web の交差点でちょっ

と寄り道」ができるサイトをコンセプ

トとし、お客様がWebで注文した商品

を 24 時間好きな時間に店頭で受取れ

るサービスです。

現在関東地区約850店舗で実施して

おり、商品はCD やオフィス用品など

から、実際の店舗では品揃えができな

い、あるいは手に入れにくいレア物や

特選特価商品までを取り揃えていま

す。

今後は、サービス店舗の拡大とコ

ンテンツの充実を図り、利用者にとっ

てより身近で便利なショッピングモー

ルを目指しています。

●「とら田家のこだわり SHOP」

(株)阪神百貨店殿では、インター

ネットショッピングサイト「とら田家

のこだわりSHOP」を昨年10月に開始

しました。本ショップでは、日頃店頭

では取り扱っていない商品や、数量・

期間限定のこだわり商品、人間国宝や

野菜・果物作りのプロが心を込めて作

る逸品など、このサイトならではの商

品を提供しています。

大阪市に在住という設定で「とら

田家」の7人の家族それぞれがこだわ

りの商品を紹介していくユニークな構

成となっており、また「トラ党」のた

めに阪神タイガースグッズの販売も行

うなど、大阪ならではの個性溢れる

モールとなっています。

【（株）阪神百貨店殿「とら田家のこだわり SHOP」サービスイメージ図】

【当社が提供する BtoC（サイバーショップ）サービス】

【ミニストップ（株）殿「e-ministop」トップ画面】

【ミニストップ（株）殿「e-ministop」商品一覧画面】



※記載の社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

学生時代に、学内掲示板で休講情

報を見てがっかりした経験をお持ちの

方も多いのではないでしょうか。こん

な時、誰かが携帯電話で知らせてくれ

たら、または学校へ来る前に休講情報

を知っていたら、時間を無駄にしなく

て済んだからです。

変わりゆく学生のライフスタイル

今や携帯電話の加入者数は約 5,800

万人（2000年12月末時点 /電気通信事

業者協会調査）で、国民の2 人に 1 人

が持っている時代。i モードなどのイ

ンターネットサービス利用者も、

3,000 万人近くにも及びます。このう

ち若年層への普及は目覚しく、大学や

専門学校生のほとんどが持っていると

言っても過言ではありません。日常の

友人との連絡も、携帯電話で済ませて

いるのが実状です。このような学生の

ライフスタイルの変化に伴い、学内情

報を自宅や外出先で確認したいという

要望が高まってきています。

学内情報を携帯電話で

当社の ASP サービス「BeStage」で

提供する「Mobile Campus」（モバイル

キャンパス）は、携帯電話とインター

ネットを利用して休講・補講情報、試

験日程などの学内情報を学生に通知す

るサービスです。学生がインターネッ

ト上の掲示板にアクセスするPull型の

サービスだけではなく、Eメールで情

報配信をする Push 型の機能も兼ね備

えています。

(1)配信型サービス

携帯電話やパソコンに直接情報を

掲示・配信します。掲示板は「共通掲

示板」と「個人掲示板」の2 種類を用

意。個人宛の連絡は個人掲示板に掲示

すると同時に E メールでも通知しま

す。

(2)パーソナライズ

個人掲示板と E メール通知により、

学生は必要情報のみ取得できます。つ

まり学生は待っているだけでリアルタ

イムに情報入手が可能となり、学内掲

示板のように様々な掲示物の中から必

要な情報を探す手間がかかりません。

またプライバシー対策にも万全を

期しており、呼出し督促など個人に関

わる事項は個別に通知し、プライバ

シーを確保します。

(3)マルチキャリアサポート

主要な携帯電話会社に標準対応し

ていますので、お持ちの携帯電話（注）

をそのまま利用することができます。

また学校側も、学生へのメール通

～　MobileCampus（学内情報掲示配信システム）　～

知に加え個人掲示板の未読 / 既読など

閲覧状況が確認できますので、連絡事

項の徹底が図れます。本サービスは当

社 BeStage センタで運用しており、情

報の更新はブラウザからインターネッ

ト経由でサーバに接続するだけで簡単

に行えます。これにより事務効率及び

学生へのサービスが飛躍的に向上しま

す。

本サービスは、幾つかの大学でご導

入いただき、新学期に合わせこの 4 月

より稼動が開始されます。今後は、試

験の合否や履修履歴情報機能の充実、

学生同士や教職員とのコミュニケー

ション機能の追加を予定しています。

【サービスのイメージ図】

（注）対応携帯電話及びブラウザ（学生側）

【携帯電話画面例】


